
 
配布資料 
平成２１年３月２６日 

東日本高速道路㈱ 

降雪の影響について 
 

１．降雪量 

 ３月２２日までの累計降雪量は、過去東日本管内で一番の降雪を記録した関越道の土樽で約８ｍであり、昨シ

ーズンの同時期の累計降雪量（約１５ｍ）と比較して約５０％、過去５ヵ年平均（Ｈ１５～Ｈ１９）の同時期の累計降

雪量（約１８ｍ）と比較して約４５％、全国的に記録的暖冬であった平成１８年度と同程度となっています。また、山

形道の月山では約１３ｍであり、昨シーズンの同時期の累計降雪量（約２０ｍ）と比較して約６５％、過去５ヵ年平

均の累計降雪量（約１７ｍ）と比較して約７５％、全国的に記録的暖冬であった平成１８年度と比較して約１２０％と

なっています。 

【関越道－土樽】　累計降雪量
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【山形道－月山】　累計降雪量
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２．降雪などによる通行止実施状況 

 雪による通行止量（※）は、平成２０年１１月１日から平成２１年３月２２日までの間で、約６１，４００ｋｍ・ｈとなり、

雪の影響による通行止の少なかった平成１８及び１９年度の同期間よりも通行止量は減少し、平成１５から１９年度

までの５ヵ年平均値の約４５％となっております。 
 

※通行止量 
通行止を実施した区間距離に通行止時間を乗じた通行止の絶対量を表す指標。 
通行止量（ｋｍ・ｈ）＝通行止区間距離（ｋｍ）×通行止延べ時間（ｈ） 

 

 

 

 

 

通行止量による対比＜速報値＞ 

年度別通行止量比較（１１月１日～３月２２日）
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